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　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　95％エタノールで洗浄後同液で貯蔵しておき逐次取

緒言　　　　　　　　　　　りだして用いた。染色は鉄酢酸カーミソおしつぶし

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　法により，観察には位相差顕微鏡1500倍で，第一分

　現在，長野県東信地方を中心に栽培されているク　　　裂中期と第二分裂中期，後期の染色体対合並びに配

ルミは俗に‘シナノグルミ’と呼ばれ，江戸時代初　　　分状態を観察した。

期に中国，朝鮮を経て渡来した‘テウチグルミ’

　（fzsglans　regia　var．　o擁η’広s　KITAMURA）と，明　結果

治時代の初期にアメリカより導入されたCペルシャ

グルギ（7．regia　LINN．）カミ自然交雑して生じたも　　　処理原木と対照樹の減数分裂ng－一分裂中期におけ

のとされている。　　　　　　　　　　　　　　　　　る染色体対合は第1表，第1，2図に示すとおりで

　長野県では第二次大戦後にそれらの実生群の中か　　ある。対照樹は観察した141核板中のすべてが1611

ら殻果の形質を主眼とした優良系統の選抜とその評　　価を示した（第1図（a），第2図（a））。これに対し処理

価（町田・田中，1958；長野県，1962，1981）を行　 原木の染色体数は27から32までの変異を示した。第

ったほか，研究機関による育種は行われていない。　　　1図（b）および第2（1）－g）にそれらの極面観を示し

著者ら絞雑法による龍を進めるとともに，・ル　た．この個体では噸染色体は最高5個まで観察さ

ヒチン処理により育成された四倍体の形質調査をお　　れ，それ以上の多価染色体はみられなかった。また，

こなっている。本報はその個体の減数分裂における　　IV価染色体の形態は主にo型やこん棒状であった。

染色体対合と配分について調査したものである。　　　対合型は5W＋9111＋411＋91（第2図b）カミ最も多

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　く35．6％観察された。ついで51V十7111十811十71

材料および方法　　　　　　　　　　　　　　　　　（同c）と5N＋6rll＋1011＋61（同d）が22．2％で，

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　他に3】V＋4m＋1811＋41（同e）が8．9％，　IN＋

　本研究には‘シナノグルミ’の二倍体晶種の‘美　　10111＋1011＋101（同f）カミ4．4％あり，3211（同

鶴’（みつる）をコルヒチン処理によって育成した　　g）も6．7％みられた。第二分裂の状態を第3図に示

個体を用いた。コルヒチン処理は1970年の春期に生　　　した。図に示すとおり対照樹は16ずつ両極へ正しく

長点滴下法により“美鶴’（2年生苗）より萌芽した　　　分かれ（第3図a），同様に処理原木も多くは32ず

20芽を選び，αNAA　l　ppmを含む0．4％コルヒチ　　　つ配分されていた（同b）。第3図（c）はその後期像

ソ溶液を5月15日から8日間毎日2回処理を行い，処　　　である。

理芽のうちから生長が鈍く濃緑奇形葉を生じた1芽

を選んで伸長発育させたものである。本育成樹　　考察

（No．451，以下処理原木という）は1981年に雌雄

花を着生したので，花粉母細胞の減数分裂第一分裂　　　クルミ属植物のうち‘ペルシャグルミ’の染色体

中期における染色体対合を明らかにするため，処理　　数はx＝＝16と報告されている（Woodworth，1930）。

原木の雄花穂を1986年4月の午前中に，二倍体品種　　　花粉母細胞の分裂過程で静止核が分裂行動に入ると，

の‘美鶴（以下対照樹）のそれを5月に採取して観　　染色糸が次第に肥厚して第一分裂中期にはいり，そ

察材料とした。材料はカルノア液（エタノール6：　　れを側面から観察すると染色体が赤道部にほぼ一一一一一直

クPロホルム3：氷酢酸1）でそれぞれ6時間圃定し，　線に配列する。対照樹の極面観では明らかに1611価
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第1表　コルヒチン処理育成樹における減数分裂第一分裂中期の染色体対合

調査樹　　　調査核板数（％）　　　対　　合　　型

美鶴（2x）　　　　　141　　　　1611

処理原木　　　　16（35．6）　　　51V＋9111＋411＋91

　　　　　　　10（22．2）　　　　　5W十7111十811一ト7工

　　　　　　　10（22．2）　　　　　　5N十6111十1011十61

　　　　　　　　4（8．9）　　　　31V十4m十1811十41

　　　　　　　　2（4．4）　　　　　　　　11V一ト10111一ト1011十101

　　　　　　　　3（6．7）　　　　　　　　3211

45（100）

第1図　対照樹（美鶴，2x）とコルヒチン処理原木の減数分裂第一分裂中期像

　　　　　a：対照樹（1611）　b：コルヒチン処理原木（3211）

が観察され，それぞれの染色体はほぼ同様に肥厚し　　　II＋61が多く，3211も6．7％観察され，　IV価から1

ていた。これに対し，処理原木の対合型は5N＋9　　価までを含む複雑な対合型を示した。1V価染色体の

III＋411＋91が最も多く観察され35．6％をしめてい　　形態はo型のほかこん棒状等不整形で他より概して

た。ついで，51V＋7　lll＋811＋71や5W＋6HI＋10　　大きかった。コルヒチン処理によって育成された
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シナノグルミ（luglans　regia　L．）人為四倍体の減数分裂について
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第2図　対照樹（美鶴，2x）とコルヒチソ処理原木の減数分裂第一分裂中期の染色体対合
　a：対照樹161工b：コルヒチン処理原木5N＋9111＋411＋9工
　c：同51V＋7111　＋8工1＋71　d：同51V＋6111＋1011＋61　e：同31V＋4111＋1811＋41

　f：同11V＋10111＋1011＋101　g：3211矢印はIV染色体を示す
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第3図　対照樹（美鶴，2x）（a）とコルヒチソ処理原木の減数分裂第二分裂中期像（b）

　と同後期像（c）

数々の四倍体植物に関する報告では多くにIV価染色

体が認められ，この対合型が四倍体植物の特微とな　　摘要

っている（古里ら，1952；近藤，1941：木原ら，

1947；Kondo　et　al．，1978：西山ら，1954；関ら，　　　‘テウチグルミ’（luglans　regia　var，　orientis

1953；Shimotsuma，1962；玉井ら，1958）。なかに　　　KITAMuRA）と｛ペルシャグルミ’（1．　ragia

は斉藤（1949，1950）が報告しているように多価染　　LINN，）の雑種とされる‘シナノグルミ’の二倍体

色体や1価染色体のみられないものもあるが，常に　　栽培品種である裳鶴と，そのコルヒチソ処理育

II価対合を示しながら分裂速度に遅速を生じて開花　　　成個体の減数分裂第一分裂中期の染色体対合と第二

までに死滅した花粉を生ずるものや，花粉粒の大き　　分裂中期，後期における染色体の配分状態を調査し

さが大小様々になりその稔性を低下させるものもあ　　た。

る。本研究では5N＋9111＋411＋9工が最も多く観察　　　　1．二倍体‘美鶴’の減数分裂第一分裂中期は全

されたが，3211価も観察され，観察した範囲内では　　　　て1611価を示した。
　　　　　　　　ム残留染色体や染色体橋はほとんど認められなかった。　　　2．コルヒチン処理育成樹は観察45核板中の35。6

いずれにせよ観察総数が45核板で少なく，今後さら　　　　％が5W＋9111＋411＋91であった。3211も6．7

に多くの核板について検討する必要がある。　　　　　　　％みられた。

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　3．＝ルヒチソ処理育成樹はN価以上の多価染色
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シナノグルミUuglans　regia　L．）入為四倍体の減数分裂について

　　体は観察されず最高5個までで、それらの形態　　　　に関する研究．信州大学繊維学部研究報告．8：21一

　　はo型やこん棒状であった。　　　　　　　　　　　31・

　4．コルヒチソ処理育成樹の減数分裂第二分裂中　　　　西山市三・柄沢博美ほ954・人為的倍数植物の研究、

　　期，後期では32ずつ比較的正しく両極へ配分さ　　　　第18報育種学雑・3（3・4）：36－39・

　　派いた。　　　　　　　　　長野県跳繍部・ig62・信濃くるみの優良系統
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